
国際言語文化研究所 秋季企画Ⅱ
2012年度

立命館大学衣笠キャンパス
創思館カンファレンスルーム

11月15日（木）
17:00～19:00（開場16:30）

2012年

パトリック・シャモワゾー （作家・詩人・思想家）

ポール・デュムシェル （立命館大学） 

西 成彦 （立命館大学）

中川 成美 （立命館大学）

講演者

ディスカッサント

司会

モデレーター

立命館大学国際言語文化研究所／アンスティチュ・フランセ関西／アンスティチュ・フランセ日本共催

立命館大学国際言語文化研究所お問合せ先
TEL： 075-465-8164　mail：genbun@st.ritsumei.ac.jp
URL：http://www.ritsumei.ac.jp/acd/re/k-rsc/lcs/lcs_index.htm

Ritsumeikan Institut international dela Recherche de Langue et Culture／
Institut français du Japon-Kansai／Institut français du Japon

Coorganizers

フランス語講演／同時通訳あり

参加無料・事前申込不要



パトリック・シャモワゾー氏（1953 年生）は、カリブ海のフランス領マルティニック島出身の作家・
詩人・思想家です。彼の第 3 作目の小説『テキサコ』（1992 年）は、カリブ民衆の世界をみごと
に描き出し、同年のゴンクール賞を受賞しました。
1988 年に彼は、同じくマルティニック生まれの作家であるラファエル・コンフィアン氏（1951 年生）
と言語学者・作家のジャン・ベルナベ氏（1942 年生）とともに、「クレオール性礼賛」を宣言し
ています。この宣言は、さまざまな歴史の流れが混じりあうカリブ海民衆の文化とアイデンティ
ティを肯定し、口承言語をもととした豊穣な世界の復権を高らかに謳ったものです。
奴隷貿易をはじめとする人種主義と植民地主義の力がつくりあげた構造は、カリブ世界において
今なお過去のものになっていません。2010 年のハイチ大地震後の貧困の激化と暴力の蔓延状況も
また、その悲しい実例にほかなりません。そのように繰り返されるカタストロフィに対抗し、互
いに連帯を生みだしうる民衆の世界の力を、シャモワゾー氏は一貫して強調しています。彼が文
化の多様性とダイナミズムを擁護し推進する活動に精力的に取り組んでいるのは、民衆世界がも
つ圧倒的な可能性への確信に裏打ちされているのです。
このたびの立命館大学への来訪・講演は、彼に向けて私たちがなげかけた「3・11 のようなカタス
トロフィの中から、あるいはカタストロフィの後に、求められる正義とは何か」という問いを受けとめての催しです。おそらく私たちは、
弧をなすカリブの島々と、弧をなすアジアの島々とを重ねあわせる中から見えてくる、新たな正義と共同性の問題をシャモワゾー氏と
議論する、かけがえのない時間をもつことになるでしょう。
受け身ではなく、自ら思考し・感じ取り・行動しうる潜在力をもつ肯定的・能動的な聴衆としてひとりでも多くの方が参加してくださ
ることを、私たちは心より期待しています。

Patrick Chamoiseau

ポール・デュムシェル氏
本学先端総合学術研究科教授。元カナダ哲学会長、政治哲学・科学哲学専攻。Ph. D.。
著 書に『無用な犠牲―暴力と政治的なるもの Le Sacrifice inutil, essai sur la violence et le politique』
（2011）、『不正義に抗してAgainst Injustice』 （2009、後藤玲子との共編著）など。
現在は「カタストロフィと正義」をめぐる プロジェクトを立命館大学国際言語文化研究所を中心 
に展開中。

Paul Dumouchel

【講演者】

【ディスカッサント】
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